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北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
四
日
付
北
海
道
新
聞
夕
刊
の
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
四
日
付
北
海
道
新
聞
夕
刊
が
、
「
北
方
四
島

面
積
二
等
分

麻
生
外
相
が
新
・
国
境
案
」
と
の

見
出
し
で
、

「
麻
生
太
郎
外
相
は
十
四
日
ま
で
に
、
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
に
つ
い
て
、
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、
色
丹
の
四

島
全
体
の
面
積
を
二
等
分
す
る
境
界
線
を
択
捉
島
に
引
き
、
国
境
と
す
る
解
決
案
の
検
討
に
着
手
し
た
。

麻
生
氏
は
十
三
日
の
衆
院
外
務
委
員
会
で
「
択
捉
島
の
二
十
五
％
と
残
り
三
島
を
く
っ
つ
け
る
と
、
ち
ょ
う
ど
五
十
・
五

十
（
％
）
ぐ
ら
い
の
比
率
に
な
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
面
積
も
考
え
ず
二
島
だ
、
三
島
だ
、
四
島
だ
と
い
う
話
を
し
て

い
て
も
合
意
が
得
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
面
積
を
考
慮
し
た
交
渉
も
選
択
肢
に
す
べ
き
だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。

さ
ら
に
「
政
治
決
着
以
外
に
道
は
な
い
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
領
土
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
お
り
、

こ
の
人
が
い
る
間
に
決
着
を
み
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
大
統
領
の
任
期
が
切
れ
る
二
〇
〇
八
年
五
月
ま
で
の
解
決
を
目
指
す

考
え
を
強
調
し
た
。

麻
生
氏
は
九
月
の
外
相
再
任
後
の
記
者
会
見
で
、
中
国
と
ロ
シ
ア
が
ア
ム
ー
ル
川
な
ど
の
三
島
の
領
有
問
題
で
総
面
積
を

ほ
ぼ
二
分
割
す
る
形
で
政
治
決
着
し
た
例
を
念
頭
に
、
「
三
島
返
還
」
に
よ
る
解
決
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
た
。

一



こ
れ
に
関
連
し
、
塩
崎
恭
久
官
房
長
官
は
十
四
日
の
記
者
会
見
で
「
両
国
が
お
互
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
解
決
策
を
見
い

だ
す
努
力
を
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
政
府
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
麻
生
氏
も
答
弁
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め

た
。
」

と
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
に
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が
「
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
に
つ
い
て
、
国
後
、
択

捉
、
歯
舞
、
色
丹
の
四
島
全
体
の
面
積
を
二
等
分
す
る
境
界
線
を
択
捉
島
に
引
き
、
国
境
と
す
る
解
決
案
の
検
討
に
着
手
し

た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

三

二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
に
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
が
「
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
に
つ
い
て
、
国

後
、
択
捉
、
歯
舞
、
色
丹
の
四
島
全
体
の
面
積
を
二
等
分
す
る
境
界
線
を
択
捉
島
に
引
き
、
国
境
と
す
る
解
決
案
の
検
討
に

着
手
し
た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


